


さ い り よ う

つかいすてから再利用ヘ

新幹線の岐阜羽島駅から車で 15分ほど、まだ

田園風景がのこる場所に、日本ウエストンはあり

ます。工場で機械のよこれをふきとる布きれ (ウ

エス)を製造し、レンタルとクリーニングをして

いる会社です。

ウエスは、機械や部品などの油やよこれなどを

ふきとつたり、みがきあげたりするためにつかわ

れる布です。工場でのさまざまな工程に必要とさ

れ、なくてはならない備品です。

従来、工場で使用するウエスは、つかいふるし

たタオルや古着などを二次使用し、つかいすてす

るのがあたりまえでした。日本ウエス トンでは、

社会福祉法人清穂会と連けいして、使用すみのよ

こねたウエスや手ぶくろなどを回収してクリーニ

ングし、リユース (再利用) することを事業
としています。

ウエスは、美E白の「wastc lく ず、ほろ, l lllら できたことま

岐阜市の郊外にある日本

ウエス トンの工場と、清穂会

の事業所

一日に手ぶくろだけで100万枚もクリーニンクするし

ひきえ事業所

タオル、軍手

リーニンクさ
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ヒニール手ぶくろなども回収する[工場て

れると、見ちがえるほどきれいになる.
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工場などでは、機械のよこれをふきとるのに布きれをつか

います。つかいすてがあたりまえだった布きれの再利用を

可能にしたのが、日本ウエストンです。社会福祉法人清穂

会と連けいして、障がい者雇用も拡大しています。
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回収されたウエスなどは、機械油やインクなど

のほか、金属のかけらや粉などさまざまなよこれ

がついています。日本ウエス トンと清穂会では、

よこれ具合などを見て回収したウエスを仕分け

し、専門の技術でクリーニングしたあと、1枚ず

つていねいにチェックして出荷します。

このリユース事業のほか、ウエスの開発・製造

もおこなつています。精密機器を製造する工場か

ら、日に見えないような小さなこみをのがさずに

ふきとれるウエスがもとめられ、繊維質がこまか

い高性能ウエスを他社と共同で開発しました。

嵩程骨]ゥェスの常資は菌閃外の基粗に詳満さ

れ、アメリカ (ボーイング社)のジャンボジェッ

ト機や旨閃の話塑機、さらには自差ロケット「百

手ぶくろやウエスのリユースの流れ

日本ウエス トンでは、業務管理やウエスの物流、

洗浄、乾燥などの作業をおこなう。手ぶくるやウ

エスのよこれ具合での仕分けや仕上げなど、こま

かい手作業は清穂会が担当している。

全穴のあいた革手ぶくろも、つ

ぎはぎしてリサイクルする。

―Ⅱロケット」の胴体をみがく工程などでつかわ

れています。

⇒ボーイング社認定の

高性能ウエス「ウエス

トンワイプ」。みがく

と鏡のように仕上がる

特殊な布だ。

リユースは、いちど使用して不要になったもの

をそのままのかたちでもういちどつかうこと。

「再利用」ともいう。リサイクルは、ごみを原料 (資

源)と して青ギu用すること。薪襲品につかう原料
として再生利用するマテリアルリサイクルや、ご

みを燃やしてその際に発生する熱をエネルギーと

して利用するサーマルリサイクル (熱利用)、 さ

らには使用ずみの製品からまだつかえる部品をと

りだして薪嚢常に組みこむ「蔀品のリユース」を
ふくめてリサイクルとよぶこともある。

廃棄物処理やリサイクルを推進するための基本
芳丼を楚めた循策量柱答形晟推進基本法 (2000
年)では、農桑栃処理ゃリサイクルの優発i償位を
①リデュース (ごみの養星赫制)②リユース
耐莉用)③リサイクル (青星lll用 )④サーマ
ルリサイクル ⑤適正処分 としている。

リユースとリサイクル

ごとに名称がある。

ここは「突の羊監」!

※●は日本ウエストン、●は清穂会担当。
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始者の臼井清三さん。 はつかいすてがあたりま

え。それも古着や下着が機械のそばにおきつぱな

しにされているなど、あつかいもぞんざいで、ウ

エスを再利用してつかうことを受けいれる会社は

ほとんどありませんでした。

1990年筏に入ると、亀張賠磯花など撲覇論議

日本ウエス トンは、現

会震の百井浩翌さんがサ

ラリーマンをやめて

1970年に創量した会社
です。
いまでこそ世のなかは

リサイクルが主流になり

甲°年つづく藉神薦がぃ暑 ましたが、創業望蒔は、
ことがありました」と話る割 機械をふくための布きれ

が注目されるようになります。こみの再利用や再

責隙花がさけばれ、目宋ウエストンの拳葉は社会

に評価されるようになりました。同時に、業績も

しだいにのびていきました。

日本ウエストンには、社会から評価を受けるも

うひとつの側面があります。それは障がい者産用

です。現在いる30人ほどの従業員のうち、6人

が障がいをもつ人たちです。日本の障がい者産用

の羊動が1.70/0窮、疑甦産用翠薩葎でさだめら

れた警i答)は詈用農用56入政霊の会社で1.8%

(2013年 4月 から2.0%に改定)というなかで、

屋用率20%という嵩い数字をしめしています。

清翌さんが障がい者を会社にはじめて受けいれ

たのは、1980年筏前年のことでした。避競の霧

院から藉柿置がいの憲署の社会覆帰を手筋けして

ほしいとたのまれたのです。その後、精神障がい

者を家族にもつ人たちからの問いあわせが多数よ

せられ、身体および知的障がい者をふくめて、従

業員50人中30人が障がいをもつ人だつたときも

あったといいます。

2002年、経営を慧子

の麻紗杜さんにゆずつた

清三さんは、退職金をも

とに置がい暑 (とくに藉

神置がい暑)の農用を圭

絵する社会指在疑災「浩

穂会」を設笠しました。

個人の目標をはりだしたり、社

菖杢賞が豊場 して、嶼歯「i高 る実

捜査線」のパロディーポスターを

つくったりするなど、仕事へのや

る気を社内外にアピール。



現在社長をつとめる麻紗杜さんは、1989年に、

総合商社のアパレル部門担当から日本ウエストン

に転職し、先代社長の清三さんの長女と結婚して

百井豪に入ります。湾三さんが成行を菫視して」、
みずから娘むこに決めたといいます。

当時はまだ環境活動の理解がえられない状態の

なか、麻紗杜さんは清三さんとともにウエスのリ

ユースと障がい者雇用を開拓 していきました。

2001年 には、清三さんからバ トンタッチされ、

2代目社長に就任します。

柱要を養筏して公要についた浩翌さんは、薪柱

長に全幅の信頼をおき、経営にはまつたく□出し

しません。「清穂会」を設立後、2002年 には福

祉工場と地域活動センターを、2006年には就労

訓練施設と通所授産施設を開き、障がい者を一般

麻紗杜さんは、先代社長の意志を受けつぎ、経

営の基盤をかため、事業を大きくしています。そ

のいつぱうで麻紗杜さんがいま力を入れているの

は、健常者も障がい者も分けへだてなく仕事の能

力がみがけるしくみづくりです。

「食べものをほどこしてくださいといわれれば、

1回はそうしますよね。でもそれがなん回もつづ

いたらどう思いますか? きびしい言い方です
が、わが社も利益をもとめる企業です。仕事の質

を要求し、それにこたえることが生きる力であり、

本当のよろこびだと思いませんか」と、麻紗杜さ

んは語ります。           
｀

日本ウエス トンでは、早朝勉強会や学びの日、

業務時間をさいた社員研修などをしばしばおこな

います。日の前の仕事だけでなく、一人ひとりに

レベルアップの機会をもうけているのです。

↓清穂会のスタッフに仕事の指導をする2代 目社長の麻紗社さん。きびしい経営理念

があってこそ、本当の福祉ができると考えている。

き さょう  おく      かつとう

の企業に送りだす活動にとりくんでいます。

羅 営 計 口 ●

含社員の技能をみがくことを目的とした研修会がし

ばしばおこなわれる。
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20トンの廃水が完全循環するシステムになつて

回収したウエスをせんたくするのに、日本ウエ

ス トンでは、一日に約200ト ンもの水をつかい

ます。ウエスにしみついたインクや機械油のよこ

れを落とす際に、大量の水が必要だからです。こ

の廃水を処理するために、化学薬品をつかわず、

微生物の力でよこれを分解する、環境にダメージ

をあたえない農薪晨循を導案した農象揮花詭護が

あります。浄化された水はふたたび工場で使用さ

れる工業用水になります。

清穂会でも、せんたく廃水を

浄化する装置を導入。 1日 に

屋根にソーラーパネルをとりつけ、

太陽光発電システムを導入している。

清穂会でつかうせんたく用の水は

100%再生水を使用 している。

います。大手の工場も見学にくるほどのシステム

です。

また2007年には、日本ウエストンの社屋の屋

長に笑暢晃発電システムを設置しました。発電菫

などが大画面の液晶テレビに表宗されていて、ひ

と目でわかるようになつています。さらに同社の

ホームページ上では、現在の発電量を公表してい

ます。

日本ウエストンの廃水浄化施設 せんたくによつてドロドロによこれた水 ( )は 、

薇生場と角賜を集め読殿させる最行をつかつた部花襲量(   )によつてふたた

びせんたく用水としてつかえるまできれいになる。

せんたくをしたあとの、よごれた水。 薬剤をまぜて、よごれを沈殿させる。

微生物を活性化させて水を浄化する。 ふたたびせんたく用水として使用する。



日本ウエストンの朝は、社歌が流れる朝礼では

じまります。震準つづぃてぃる月に 1度の軍覇浩

掃もあります。ほかにもつぎのような、ユニーク

な活動がおこなわれています。どれも社長を筆頭

に、提案賞聖賞参力の揺動です。

いろいろな活動

●ワクワク覇ネL:1券簡スピーチ/彙顔、奨ぃ

言の績暫/粗象善i菖 /お馨さまへの綺策増莉
/あいさつ唱和/八イタッチでスタート
●メキメキ教育:トイレそうじ/各自担当環
覇整備エリア/軍覇勉薔会・ビデォ學暫答/
軍覇葉覇整備/亀域浩そぅ揺勤/論讐・ビデ
オ感想文など

全王場のなかだけでなく、答柱冒勉ぉょび見蟻の捨そう揺
動も定期的におこなっている。

●キラキラ表彰:あ りがとうカード最多発信
費、幕多豊借資/グッドジョブカード/哉響
提業讐募多提冨貰/葉覇整備年簡優秀賀/泉
準勤続粗員装彰
●ウキウキ行事:董葉計画晃装会 (12月 )/
T簡 レビュー晃装会 (4だ、9月 )/答餐、慧

年谷、釜崇誼豊誼/25kmウ ォーク&バーベ

キュー失答

→ 1時間以内で料

理を完成 させる

「スポーツバーベ

キュー大会」。チー

ムワークや下準備

男をやしなう研修
もかねている。

目呆ウエストンでは、公社覧學を指種面に曼け

いれています。いちど訪間すると、おとずれた人

はたちまち同社のフアンになつてしまうほど、接

客の応対がすばらしいといわれています。

たとえばくつをぬいで社屋にあがろうとする

と、全員のスリッパに個人

名と社名がプリントされ

ています。ゲストー人ひ

とりには、それぞれの

毛託をつかつた話が書

かれたカード、名前が

ししゅうされたおしぼ

りやコースターなどが

用意されています。

これらは、同社と清穂会    がプリントされた
の人たちがつくつています。 スリッパ。

会社にかかわるすべての人とよりよい人間関係を

きずきたいという思いから、おもてなしを考える

「お客さま幸せプロジエク ト」を立ちあげ、お金

をかけずに気持ちをこめて歓迎する方法をつくり

あげたのです。障がい者と健常者がいつしょに

なつてのあたたかいもてなしが、この会社の雰囲

気を伝えています。

↓お客さんは、コースターや社長の

つくった詩が書かれた色紙などでむ

かえられる。おしばりにはひとつひ

とつ名前がししゅうされる。
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じ ん ざ い し ゃ か い

日本ウエストンでは、社会福祉法人「清穂会」

と連けいして、はたらきながら職業訓練ができ

る場所を提供し、いままでかえりみらねなかつ

た精神障がい者の雇用をサポートしようと考え

ています。

いまのところは、日本ウエス トンが仕事を

とつてきて、仕分けや仕上げ部分を清穂会の福

祉工場や通所授産施設にまわし、職業訓練をし

てはたらける人は日本ウエストンが受けいねる

という体制がとられています。清穂会では、

人材をいかす社会を :

般企業に障がい者が就労するまでのサポー トや

就労後のケアもおこなつています。

このように障がい者の立場で事業を展開する

公社は、境程でもり数です。企業と指在施設と
が連けいして障がい者の雇用を促進するという

日本ウエス トンの試みを、みなさんはどう思い

ますか ? 話しあつてみましょう。

/、″ノょ、

清穂会の作業所ではウ

エスのリユース作業のほ

かにも、レーザー加工に

よる印鑑の製作や名前入

り加工などオリジナル

クンズを製造している

障がいをもつ従業員が製造する「名

前入りうちわ」,一つひとつ、わくぐみ

に紙をはりあわせてつくる お中元な
どの贈りものとして人気がある ,

q́/
´    ヽ _ぃ
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工場内は、ごみひとつ落ちていないほど、 どこもきれいた
これたら、すぐにそうじすることがてっていされている

三者が共存共栄し、よしヽ方向にいくことが目標です_

先代社長の清三さんは、清穂会をとおして障か、

(と くに精神障がい者)の社会参加を全面的にサポー

する事業を展開 してい

ます。精神障がい者の

社会参加は、あまりす

すんでいないのが現状

です。麻紗杜さんと清

三さん親子は、「ひと J

をいわ`す新たな試みに

情熱をそそいでいます。

社長の臼井麻紗杜さん

し ゃちょう  う す い ま さ と

社長の臼丼麻紗杜さんはこう
'レ

たろ!

日本ウエス トン社長の日丼麻紗杜さんは、同社と清

穂会が連けいした事業モデルについてこう語ります。

「わたしたちは障がいをもつ従業員をキャス トさんと

よんでいます。工場では人手が必要ですから、キャス

トさんがいないと仕事がまわりません。清穂会がない

と、日本ウエス トンの仕事がなりたつていかないので

す。一方、日本ウエス トンがないと、清穂会だけでは

仕事がうまれません。必要な者どうしがあわさねば、

大きな力にな IDな しヽかとしヽう発想です。

将来は、日本ウエス トンが管理、営業、企画開発の

役害」をになしヽ、工場の運営と障がい者雇用は清穂会が

おこなうことを考えています。会社は利益が出て、社

会福祉法人は運営ができる。従業員は賃金がかせげる。


